
「

ス

ペ

ー

ス

ド

ー

ム

」

の

見

学

会

の

様

子

経営・労働／トピックス

　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

月

�

日

、

「

ビ

ジ

ネ

ス

と

人

権

セ

ミ

ナ

ー

～

先

進

事

例

と

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

で

学

ぶ

人

権

デ

ュ

ー

・

デ

ィ

リ

ジ

ェ

ン

ス

～

」

を

都

内

で

開

催

し

た

。

前

半

は

、

日

本

貿

易

振

興

機

構

（

ジ

ェ

ト

ロ

）

ア

ジ

ア

経

済

研

究

所

新

領

域

研

究

セ

ン

タ

ー

研

究

セ

ン

タ

ー

長

の

山

田

美

和

氏

（

＝

写

真

㊤

）

と

、

味

の

素

サ

ス

テ

ナ

ビ

リ

テ

ィ

推

進

部

シ

ニ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

長

谷

川

拓

氏

（

＝

写

真

㊦

）

が

講

演

し

た

。

後

半

は

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

形

式

の

演

習

で

、

人

権

リ

ス

ク

の

特

定

や

優

先

順

位

付

け

、

人

権

対

応

の

実

施

方

法

な

ど

を

テ

ー

マ

に

、

異

業

種

間

の

取

り

組

み

の

違

い

や

知

見

の

共

有

が

行

わ

れ

、

活

発

な

議

論

が

展

開

さ

れ

た

。

　

冒

頭

、

移

民

労

働

問

題

や

人

権

課

題

を

専

門

と

す

る

山

田

氏

か

ら

、

「

『

ビ

ジ

ネ

ス

と

人

権

』

に

関

す

る

指

導

原

則

」

が

２

０

１

１

年

に

国

連

で

承

認

さ

れ

て

か

ら

�

年

以

上

が

経

過

し

、

国

際

的

に

も

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

に

お

け

る

労

働

者

の

権

利

、

特

に

強

制

労

働

の

防

止

な

ど

が

注

目

さ

れ

て

い

る

こ

と

や

、

国

内

で

も

２

０

２

２

年

９

月

に

「

責

任

あ

る

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

等

に

お

け

る

人

権

尊

重

の

た

め

の

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

」

が

策

定

さ

れ

る

な

ど

、

企

業

に

人

権

尊

重

を

求

め

る

声

が

急

速

に

高

ま

っ

て

い

る

こ

と

が

指

摘

さ

れ

た

。

　

山

田

氏

は

、

「

現

在

の

日

本

で

は

法

律

に

よ

る

義

務

は

な

い

が

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

企

業

活

動

を

進

め

る

中

、

人

権

デ

ュ

ー

・

デ

ィ

リ

ジ

ェ

ン

ス

は

必

須

だ

。

自

社

の

ビ

ジ

ネ

ス

が

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

を

通

じ

て

人

々

の

権

利

に

与

え

る

影

響

を

特

定

す

る

こ

と

だ

。

取

引

先

工

場

で

の

児

童

労

働

や

差

別

の

発

生

、

不

十

分

な

労

働

安

全

環

境

を

発

見

し

た

場

合

に

ど

う

す

る

か

。

負

の

影

響

を

受

け

る

人

々

が

ア

ク

セ

ス

で

き

る

救

済

の

仕

組

み

を

確

立

し

て

ほ

し

い

」

と

強

調

し

た

。

　

次

い

で

、

長

谷

川

氏

は

、

�

の

国

と

地

域

で

事

業

を

展

開

す

る

味

の

素

グ

ル

ー

プ

に

お

け

る

人

権

デ

ュ

ー

・

デ

ィ

リ

ジ

ェ

ン

ス

の

活

動

事

例

を

紹

介

し

た

。

　

同

社

で

は

、

「

差

別

の

排

除

」

「

児

童

労

働

、

強

制

労

働

の

禁

止

」

「

労

働

基

本

権

の

尊

重

」

な

ど

８

項

目

を

重

点

課

題

と

す

る

グ

ル

ー

プ

ポ

リ

シ

ー

を

公

表

し

、

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

と

の

対

話

や

人

権

に

関

す

る

専

門

家

と

の

連

携

を

進

め

、

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

上

の

人

権

尊

重

を

目

指

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

４

年

ご

と

に

全

事

業

の

原

材

料

調

達

、

生

産

、

販

売

に

関

わ

る

各

国

の

人

権

リ

ス

ク

評

価

の

見

直

し

を

実

施

。

リ

ス

ク

が

抽

出

さ

れ

た

国

・

地

域

・

農

産

物

等

に

お

い

て

、

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

の

上

流

ま

で

遡

り

、

現

地

生

産

者

や

ス

テ

ー

ク

ホ

ル

ダ

ー

と

の

直

接

対

話

を

行

い

、

人

権

へ

の

影

響

・

実

態

の

評

価

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

　

講

演

で

は

、

２

０

２

３

年

２

月

か

ら

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

の

サ

ト

ウ

キ

ビ

を

対

象

に

実

施

し

た

人

権

影

響

評

価

の

事

例

が

紹

介

さ

れ

た

。

　

ま

ず

現

地

で

人

権

影

響

評

価

を

実

施

し

た

場

合

の

シ

ナ

リ

オ

分

析

と

実

施

計

画

を

策

定

し

、

イ

ン

ド

ネ

シ

ア

現

地

法

人

へ

の

事

前

説

明

を

行

っ

た

。

そ

の

後

、

Ｃ

Ｒ

Ｔ

日

本

委

員

会

と

現

地

法

人

の

製

造

工

場

、

ト

レ

ー

ダ

ー

、

農

家

な

ど

を

訪

問

し

、

直

接

対

話

を

実

施

。

帰

国

後

は

、

Ｃ

Ｒ

Ｔ

日

本

委

員

会

の

報

告

を

も

と

に

社

内

で

の

情

報

共

有

と

評

価

結

果

を

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

上

で

開

示

し

て

、

今

後

の

具

体

的

な

活

動

方

針

を

検

討

し

て

い

る

。

　

長

谷

川

氏

は

、

「

活

動

の

サ

イ

ク

ル

を

継

続

す

る

こ

と

が

重

要

だ

。

Ｓ

Ｏ

Ｓ

の

声

を

拾

い

上

げ

て

、

持

続

可

能

な

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

構

築

を

目

指

し

た

い

」

と

ま

と

め

た

。

　

な

お

、

日

本

生

産

性

本

部

は

、

経

済

産

業

省

委

託

事

業

と

し

て

、

今

年

２

月

に

、

東

京

（

�

日

）

、

名

古

屋

（

�

日

）

、

大

阪

（

�

日

）

に

て

、

「

責

任

あ

る

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

等

に

お

け

る

人

権

尊

重

の

た

め

の

取

組

支

援

セ

ミ

ナ

ー

」

（

参

加

費

無

料

）

を

開

催

す

る

。

企

業

の

取

り

組

み

事

例

や

、

有

識

者

に

よ

る

法

規

制

環

境

の

解

説

の

ほ

か

、

会

場

参

加

者

向

け

グ

ル

ー

プ

ワ

ー

ク

や

、

オ

ン

ラ

イ

ン

配

信

を

通

じ

た

参

加

者

間

の

知

見

共

有

を

図

る

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

�

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

�

月

例

会

を

茨

城

・

つ

く

ば

市

の

「

筑

波

宇

宙

セ

ン

タ

ー

」

で

開

催

し

た

。

当

日

は

、

同

セ

ン

タ

ー

の

展

示

館

「

ス

ペ

ー

ス

ド

ー

ム

」

の

見

学

会

の

後

、

「

宇

宙

飛

行

士

と

地

上

管

制

官

の

連

携

に

不

可

欠

な

ヒ

ュ

ー

マ

ン

ス

キ

ル

～

『

ノ

ン

テ

ク

ニ

カ

ル

ス

キ

ル

』

の

観

点

か

ら

の

人

材

育

成

の

ヒ

ン

ト

～

」

を

テ

ー

マ

に

、

有

人

宇

宙

シ

ス

テ

ム

宇

宙

事

業

部

教

育

訓

練

グ

ル

ー

プ

主

席

の

奈

良

和

春

氏

が

講

演

し

た

。

　

有

人

宇

宙

シ

ス

テ

ム

は

１

９

９

０

年

に

設

立

さ

れ

て

以

来

、

国

際

宇

宙

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

日

本

実

験

棟

「

き

ぼ

う

」

の

運

用

・

利

用

を

Ｊ

Ａ

Ｘ

Ａ

（

宇

宙

航

空

研

究

開

発

機

構

）

か

ら

請

け

負

い

、

�

時

間

・

３

６

５

日

、

常

に

不

測

の

事

態

に

備

え

て

い

る

民

間

会

社

だ

。

　

「

ノ

ン

テ

ク

ニ

カ

ル

ス

キ

ル

」

と

は

、

も

と

も

と

、

航

空

機

の

機

長

と

副

機

長

の

間

で

ヒ

ュ

ー

マ

ン

エ

ラ

ー

を

削

減

す

る

手

段

と

し

て

研

究

が

進

め

ら

れ

て

き

た

Ｃ

ｏ

ｃ

ｋ

ｐ

ｉ

ｔ

　

Ｒ

ｅ

ｓ

ｏ

ｕ

ｒ

ｃ

ｅ

Ｍ

ａ

ｎ

ａ

ｇ

ｅ

ｍ

ｅ

ｎ

ｔ

（

Ｃ

Ｒ

Ｍ

）

と

同

一

の

考

え

方

で

あ

る

。

主

に

、

①

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

、

②

状

況

認

識

、

③

意

思

決

定

、

④

ワ

ー

ク

ロ

ー

ド

（

作

業

負

担

）

調

整

、

⑤

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

の

５

要

素

で

成

り

立

っ

て

い

る

。

　

奈

良

氏

は

「

１

９

８

６

年

に

ス

ペ

ー

ス

シ

ャ

ト

ル

チ

ャ

レ

ン

ジ

ャ

ー

号

の

爆

発

事

故

が

起

こ

っ

た

。

当

時

、

ロ

ケ

ッ

ト

発

射

１

時

間

前

に

、

整

備

塔

に

氷

が

こ

び

り

つ

き

、

異

常

低

温

に

よ

る

Ｏ

リ

ン

グ

の

性

能

低

下

が

発

生

し

た

。

懸

念

を

示

す

エ

ン

ジ

ニ

ア

の

主

張

に

反

し

、

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

は

打

上

げ

を

決

行

し

て

し

ま

っ

た

。

こ

う

し

た

残

念

な

事

故

を

克

服

し

な

が

ら

、

さ

ら

に

高

い

レ

ベ

ル

の

チ

ー

ム

連

携

を

目

指

し

て

い

る

」

と

解

説

し

た

。

　

宇

宙

飛

行

士

が

行

う

業

務

は

全

て

手

順

書

に

記

載

さ

れ

た

通

り

に

遂

行

す

る

こ

と

が

厳

格

に

決

め

ら

れ

て

い

る

。

手

順

書

に

は

、

機

器

の

操

作

手

順

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

宇

宙

船

内

の

状

況

を

地

上

側

で

も

正

し

く

把

握

す

る

た

め

の

報

告

・

連

絡

の

タ

イ

ミ

ン

グ

も

指

定

す

る

な

ど

、

細

か

な

指

示

が

な

さ

れ

て

い

る

。

　

奈

良

氏

は

、

「

手

順

書

を

用

い

て

最

低

限

や

る

べ

き

業

務

を

迅

速

に

終

え

る

こ

と

で

、

状

況

を

観

察

し

て

臨

機

応

変

に

対

応

す

る

た

め

の

思

考

の

余

裕

も

生

ま

れ

る

。

ま

た

、

指

導

側

も

、

基

本

的

な

こ

と

ま

で

手

取

り

足

取

り

教

え

る

必

要

が

な

く

な

り

、

よ

り

重

要

な

説

明

に

時

間

を

割

く

こ

と

が

で

き

、

訓

練

の

負

荷

も

軽

減

さ

れ

る

。

仕

事

を

任

せ

る

に

は

、

安

心

し

て

任

せ

ら

れ

る

仕

組

み

を

整

え

る

こ

と

が

重

要

だ

」

と

述

べ

た

。

　

宇

宙

飛

行

士

の

訓

練

で

は

、

「

バ

ー

バ

ラ

イ

ジ

ン

グ

（

自

分

が

考

え

て

い

る

こ

と

、

注

意

を

払

っ

て

い

る

こ

と

、

予

測

し

て

い

る

こ

と

を

話

し

な

が

ら

訓

練

を

行

う

な

ど

）

」

の

考

え

方

を

取

り

入

れ

、

宇

宙

飛

行

士

が

７

割

話

し

、

教

官

は

３

割

話

す

（

生

徒

の

誤

っ

た

理

解

を

正

す

の

み

）

こ

と

を

理

想

と

し

て

進

め

ら

れ

る

。

ベ

テ

ラ

ン

の

飛

行

士

ほ

ど

、

自

分

は

ど

こ

ま

で

理

解

し

て

い

て

、

ど

こ

に

疑

問

が

あ

る

か

。

「

手

順

書

は

こ

の

様

に

修

正

し

て

ほ

し

い

」

な

ど

と

、

本

番

で

の

失

敗

を

防

ぐ

た

め

、

頭

の

中

を

さ

ら

け

出

す

よ

う

に

話

す

と

い

う

。

教

官

は

コ

ー

チ

ン

グ

ス

キ

ル

も

駆

使

し

て

、

気

づ

き

を

引

き

出

す

よ

う

に

工

夫

し

て

、

宇

宙

飛

行

士

が

納

得

感

や

自

信

を

得

ら

れ

る

よ

う

に

フ

ォ

ロ

ー

す

る

。

　

最

後

に

、

奈

良

氏

は

、

会

話

を

引

き

出

す

「

ｗ

ｈ

ａ

ｔ

―

ｉ

ｆ

（

も

し

も

こ

ん

な

こ

と

が

起

き

た

ら

？

）

」

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

を

日

常

的

に

行

う

こ

と

で

、

普

段

か

ら

ト

ラ

ブ

ル

を

想

定

し

、

そ

の

影

響

を

評

価

し

て

事

前

に

対

策

を

考

え

る

文

化

や

、

「

ｈ

ｅ

ａ

ｄ

ｓ

―

ｕ

ｐ

（

念

の

た

め

お

知

ら

せ

し

ま

す

）

」

の

掛

け

声

を

す

る

こ

と

で

、

ま

だ

ト

ラ

ブ

ル

は

起

き

て

い

な

い

が

、

そ

の

可

能

性

に

気

づ

い

た

時

に

メ

ン

バ

ー

へ

一

斉

に

注

意

喚

起

を

行

う

文

化

な

ど

を

紹

介

し

た

。

生 産 性 新 聞 （６）２０２４年（令和６年）２月５日（月曜日）
【第三種郵便物認可】


